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連携・協力連携・協力  ACTIVE2017石川縦断キャンプ
　子供は本来、より良い自分になりたいという気持ちをもってい
る。その気持ちを顕在化し、『やり遂げる力』を育成するために
は、日常的な「体験」だけでなく、意図的な「体験」が重要であ
る。それには、子供たちに負荷をかけ、対象（友達や自然など）に
積極的にかかわる中で、自分の成長を実感できるプログラムを組
むことが大事である。仲間と共に小さな挑戦と達成を積み重ねる
ことにより『やり遂げる力』も徐々に大きく、強くなっていく。
　昨年度のACTIVEでは、意図的に困難な状況をつくり、主体的
に困難を乗り越えるプログラムにより、やり遂げる力の高まりを検
証できた。その検証の過程において、自己肯定感の高まりが見ら
れた。自己肯定感を高めるためには、自己有用感を獲得すること
が大切であり、そのためには、他者とのかかわりが必要不可欠で
あることが分かった。「友達と励まし合って活動に取り組む」「友
達のよいところを見つけたり、感じたりすることができる」という自
己評価をとおして仲間から自分の存在が認められたという実感を
得ることで、自己有用感を獲得していった。その道のりは、試行錯
誤と切磋琢磨の繰り返しによるものである。時には、意見をぶつ
け合い、納得がいかずにくやし涙を流し、一歩を踏み出す力を仲
間からもらい、仲間の言動に憧れ、深く自己を見つめる力が増して
いった。そして得た自己有用感は、物事に取り組む意欲を一層高

めた。今年度は、その２年目の取組である。昨年度のプログラムや進め方を見直し、仲間同士やスタッフとのかかわりを増やし、さ
らなる成長を目指した。

　生き抜く力の基礎として「やり遂げる力」を支える３つの力を「かかわる力・感じる力・見つめる力」と定めた。これは、人が生き
ていくためには、課題解決に向け他者とより良くかかわること、他者や自分の成長、自然を含む周辺環境などを積極的に感じとる
こと、自分自身の思いや願い、もてる能力をしっかりと見つめること、この３つが必要不可欠だと考えたからである。
　構想図にあるように、「やり遂げる力」は、この３つの力の成長に支えられながら大きくなっていく。「やり遂げる力」を高めるた
めには、子供たち自身がこの３つの力の成長を自覚し、その過程を螺旋的に繰り返していくことが大切である。そこで、３つの力を
さらに子供の姿に下ろした具体的な評価項目を自己評価の規準とし、毎日自己評価することをとおして、成長の自覚を促すことと
した。また、昨年度の課題から、「かかわる力」に、「聞く」観点を入れ「聞く・話す」の双方向的な評価ができるように、「相手の
気持ちを考えながら話を聞いたり、行動したりすることができる」を入れた。

生き抜く力の基礎の３つの力「かかわる力・感じる力・見つめる力」

事業のねらい
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ACTIVE2017 ３つの力 「かかわる力」「感じる力」「見つめる力」

　自分から進んで友達や指導者
に話すことができる

　相手の気持ちを考えながら話
を聞いたり、行動したりするこ
とができる

　友達と励まし合って活動に取
り組むことができる

　友達のよいところを見つけた
り、感じたりすることができる

　自然の素晴らしさや厳しさを
感じることができる

　仲間の存在の大切さを感じる
ことができる。

　自分自身のよいところを見つ
けることができる

　あきらめないで最後まで頑張
り抜くことができる

　指示されるだけでなく、自分
で考えて行動することができる

ACTIVE2017構想図

公立施設職員による登山事前指導 公立施設職員によるイワナつかみ指導 公立施設職員による大型カヌー指導 石川高専ワンダーフォーゲル部と
看護師による白山登山帯同

連携施設との企画会議

○職員・ボランティアへの登山研修
　　登山経験豊富な石川工業高等専門学校ワンダーフォーゲル部顧問より職員・ボランティアへ、服装・携行品・安全面
　等の研修を行った。特に登山経験が浅く、実地踏査に参加していないボランティアにとって貴重な時間となった。
○参加者の健康チェック
　　白山登山に帯同する看護師に、参加者の健康状態について相談し、必要に応じて事前に医師の診断を受けるよう参
　加者へお願いするなどした。

　看護師１名と石川高専ワンダーフォーゲル部より顧問１名、部員５名が帯同した。看護師及び顧問と部員の中の２名は昨
年度も帯同しており、参加者とコミュニケーションを図りながら安全に登山できた。

白山登山における外部機関との協力体制

・２８年度キャンプの報告
・２９年度キャンプのねらい・構想の共有 
・事業の趣旨を踏まえた公立施設プログラムの検討
・プログラムデザイン・評価
・必要物品・必要経費・チラシ・開催要項の検討

・活動日程の具体化
・公立施設現地確認・役割分担（連携の在り方）・必要物品
・登山事前研修
・実際のルートの登山
・職員のスキルアップ、安全面への配慮、装備の検討
・細案の共通理解
・事前準備
・実地踏査、事前説明会での参加者の様子を受けての打ち合わせ
・事業の反省
・報告書について
・次年度の方向性

第 １ 回
全 体 会

第 ２ 回
全 体 会

第 ３ 回
部 　 会

第 ４ 回
全 体 会

第 ５ 回
全 体 会

実地踏査（登山）

４月１８日（火）

５月１１日（木）

６月１日（木） 
６月２日（金） 

７月６日（木）・７日（金）

７月２５日（火）

１１月１４日（火）

　この事業は、今年度が２年目であり、引き続き石川県内にある公立青少年教
育施設の３施設（白山ろく少年自然の家・白山青年の家・能登少年自然の家）
及び石川県教育委員会生涯学習課との連携のもと、「企画委員会」を設立し、
昨年の課題をもとに企画段階から計画を練った。このことは、ナショナルセン
ターとして公立施設に対し、活動の運営方法や安全管理、さらに教育的意義等
について、普及啓発していくこともねらいとしている。
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